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スポーツ大会へのボランティア参加による
障害者に対する意識変化に関する研究
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Changes in attitudes toward people 
with intellectual disabilities after volunteer participation in 

sports events for people with intellectual disabilities
Motoaki Fujita1

　The purpose of this study was to elucidate the changes in attitude toward people with intellectual disabilities that 
occur in people who volunteer at sports events for the intellectually disabled. This was investigated by volunteers’ 
sex, age, number of times as a volunteer, and role. A questionnaire survey was given to 409 people before and after 
they volunteered at a sports event for the intellectually disabled. Responses were obtained from 250 people (61.1%). 
The results showed that volunteers’ image of people with intellectual disabilities became more positive after 
participation, among both volunteers as a whole and by volunteer attribute. 
　By attribute, female and older volunteers had higher scores for number of times as a volunteer, and they had a more 
positive image of people with intellectual disabilities, but no large difference was seen based on volunteers’ role. 
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　本研究の目的は知的障害者のスポーツ大会のボランティア参加者の知的障害者に対するイメージの変化を性
別，年齢，参加回数，役割別に明らかにすることである．知的障害者のスポーツ大会のボランティア 409 名に
ボランティア実施前と実施後にアンケート調査を行った．250 名（61.1％）から回答を得た．その結果，知的障
害者スポーツ大会のボランティア参加者全体で見ても，属性別にみても，ボランティア実施後，知的障害者に
対するイメージはより肯定的なものに変化していた．
　属性別に見た場合，男女別では女性が，年代別では比較的年齢の高い層が，ボランティア参加回数では複数
回参加者の得点が高く，障害者により肯定的なイメージを持っていた．役割別では大きな差は見られなかった．

【キーワード】障害者，意識変容，イメージ，ボランティア活動，ナイスハート基金
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1）　障害者の表記方法は議論があるが，本論文では各種法律に並い「障害者」と表記する．

Ⅰ．はじめに

　スポーツ基本法の前文には「・・・スポーツを通じ
て幸福で豊かな生活を営むことは，全ての人々の権利
であり，全ての国民がその自発性の下に，各々の関心，
適性等に応じて，安全かつ公正な環境の下で日常的に
スポーツに親しみ，スポーツを楽しみ，又はスポーツ
を支える活動に参画することのできる機会が確保され
なければならない」とある．スポーツを行うことが人々
の権利であると同時に，スポーツボランティア等スポー
ツを支える活動がスポーツ活動の一つとして位置づけ
られ，推進されるべきものであることが謳われている．
　近年スポーツボランティア実施率は 6％～ 8％で推

移しており，大きく変化していないという報告がある
（笹川スポーツ財団 2013）．一方で，東京マラソンを
支えるボランティア 1 万人を公募したところ，2007
年の第 1 回大会のときは定員に達するまで約 2 か月半
かかったものが 2014 年には 27 時間であったという
報告もある（江上 2014）．東京オリンピックでは大会
運営関係だけで約 8 万人のボランティアが必要とされ
ている．2020 年オリンピック・パラリンピックに向
けスポーツボランティアに対する関心は今後も高まっ
ていくと考えられる．
　（公財）笹川スポーツ財団によればスポーツボラン
ティアとは「報酬を目的としないで自分の労力，技術，
時間を提供して，地域社会や個人，団体のスポーツ推
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進のために行なう活動」（笹川スポーツ財団 2000）で
ある．そして，活動の内容により「イベント・ボランティ
ア」と「コミュニティ・ボランティア」に分けられる
としている．スポーツボランティアは他のボランティ
ア活動同様に，自発性，無償性，社会性，先駆性など
の特徴をあげることができる．スポーツボランティア
の活動が盛んになることはスポーツの普及，発展につ
ながるだけではなく，地域づくりや街づくり，豊かな
福祉社会への発展をも期待できる．
　さて，少子・高齢化が進む中，社会の活力と安定を
確保するためには，多様な個人が能力を発揮できる社
会であること．さらに，自立して共に社会に参加し，
支えあう，「共生社会」の形成の視点に立った施策の
推進が重要である．「共生社会」は今日まで必ずしも
十分に社会参加できるような環境になかった障害のあ
る人たち等が，積極的に参加・貢献していくことが可
能となる社会のことである．誰もが相互に人格と個性
を尊重し，支え合い，人々の多様な在り方を相互に認
め合える全員参加型の社会といえる．このような社会
を目指すことは，我が国において最も積極的に取り組
むべき重要な課題とされている（文部科学省 2012）．
障害のある当事者のことを正しく理解し，肯定的なイ
メージを持つことは，共生社会実現において重要であ
る．障害者スポーツを体験することで，実際には障害
者と接することがなくても，障害者スポーツや障害者
へのイメージがより肯定的になるという報告がある

（安井 2004，永浜 2011，2012）．障害者スポーツのボ
ランティアに注目する理由はここにある．障害のある
人が参加するスポーツのイベント・ボランティアを行
うことで障害のある人に対するイメージがどのように
変化するのかを本研究では明らかにする．
　障害者スポーツのボランティアに直接注目した研究
にはボランティアの参加動機について明らかにした
ものと，ボランティア従事者の障害者に対する意識
に注目したものがある．松本（1999）や田引（2005，
2008）はボランティアの参加動機に関与する因子と
して社会貢献に関わる因子やスポーツ関連因子，自己
成長因子，個人的興味因子などがあることを明らかに
した．そして，参加動機が活動経験年数や性別，年齢
の影響を受けることや満足度や燃え尽き度に影響して
いることに言及している．
　ボランティア活動に従事した人の障害者に対する意
識に注目したものとしては高畑（2005），山田（2006），
松本・田引（2009），李ら（2011），志賀・荒井（2013）
などの研究がある．
　高畑（2005）は精神障害者のスポーツのボランティ
アについて報告した．彼らが，ボランティア実施前は
精神障害者に対して否定的であいまいな認識だった

ものが，ボランティア後にはその評価がよいものに
変わったことを報告している．山田（2006）は車椅
子バスケットボール大会のボランティアを行った人は
活動前と比べて障害者に対する肯定的意識が高まった
としている．そして，障害者と直接的に関係を持つ機
会が多いほどその変化が促進されることを報告して
いる．松本と田引（2009）は知的障害者の大会に参
加している指導者とイベント・ボランティアを比較し
た．その結果，知的障害者に対するイメージが両者の
間で異なっていることを指摘している．李ら（2011）
は障害者スポーツ大会のボランティア実施後はボラン
ティア実施前と比較して障害者に対する意識がポジ
ティブに変化していることを報告している．志賀と荒
井（2013）は知的障害者のスポーツに関わるボラン
ティアコーチの活動に対する促進要因と阻害要因につ
いてインタビュー調査から明らかにしている．
　これらの研究のうち，ボランティアを実施する前と
後の障害者に対する意識の変化に注目した研究ではい
ずれも実施後に，よりポジティブなイメージを持つよ
うになったことが報告されている．しかし，知的障害
者スポーツのイベント・ボランティアに特化して，個
人的属性ごとにイメージの変化をみたものはない．そ
こで本研究では知的障害者のスポーツ大会のボラン
ティア従事者の知的障害者に対するイメージの変化を
性別，年齢，参加回数，役割別に明らかにすることを
目的とする．

Ⅱ．研究の方法

　本研究の調査対象は公益財団法人国際障害者年記念
ナイスハート基金および全日本自動車産業労働組合総
連合会が主催する「ふれあいのスポーツ広場」狭山大
会（2014 年 11 月 8 日）および磐田大会（同 11 月 9 日）
にボランティアとして参加した人たち計 409 人であ
る．本大会では午前中にロープ送り，リバース大玉こ
ろがし，風船バレーの 3 競技，午後はユニバーサルス
トレッチ，じゃんけんダンスの 2 競技を行う．ボラン
ティアは場外案内係，受付係，選手誘導係，競技進行
係，競技用具係といった運営ボランティアと選手とと
もに競技を行う競技ボランティアに分かれる．午後の
2 競技は運営ボランティアも選手とともに競技に参加
する．
　調査は大会が開催された両日に実施した．調査票を
開会式前に配布し，事前調査を行い，大会終了後に事
後調査を実施し，その場で回収した．有効回収数は
250，回収率は 61.1％であった．
　障害者スポーツの大会に参加するボランティアの知
的障害者に対するイメージを測定するためには適切な
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調査項目（態度測定尺度）を設定する必要がある．し
かし，現在はまだ検討を要する段階といえる．そのた
め本研究では高畑（2005），山田（2006），松本と田
引（2009），李ら（2011）を参考に項目を選定した．
大会当日に調査を実施することから回答時間が短くな
らざるを得ない．そのため調査項目は「障害のある人
はかわいそうな人だ」「障害のある人は暗い」「障害の
ある人は自分たちとは違う」「障害のある人は生活す
るのが大変」「障害のある人の暮らしは質素だ」「障害
のある人と歩くのは恥ずかしい」「障害を理由とした
差別は仕方ない」「障害の有無は友達になるのに関係
ない」「障害の有無に関係なく支え合って生活すべき」

「障害の有無は結婚に関係ない」の 10 項目にとどめた．
回答は「非常にそう思う」「そう思う」「そう思わない」

「全く思わない」の 4 段階尺度を用いた．回答の偏り
の影響を避けるため設問項目のいくつかにおいて評価
の方向を左右入れ替えて配置した．
　回答結果は設問ごとに知的障害者に対して肯定的な
イメージほど得点が高く（4 点から 1 点）なるように
回答をコーディングした．その後に，ボランティア実
施前と実施後の得点の平均の比較を行った．比較は回
答者全体および，性別（男・女），年齢別（40 歳未満・
40 歳以上），本大会のボランティア参加回数（初参加・
複数回参加），ボランティアの役割（運営ボランティア・
競技ボランティア）ごとに事前，事後の平均を算出し，
対応のある平均の差の検定を実施した．さらに，属性
間に差があるかどうかの検討も行った．なお分析には
IBM　SPSS　STATISTICS　22 を使った．

Ⅲ．結果

1）ボランティア参加者の属性
　表 1 はボランティア参加者の属性を示している．ボ
ランティア参加者の大半が男性であった．年代別では

30 代が最も多く（41.3％）以下，40 代（30.6％），20
代（19.8％）50 代（7.9％）60 代（0.4％）であった．
20 代と 30 代を合わせた比較的若い年代が 61.1％，40
代以上が 38.9％であった．大会ボランティアの参加
回数では初めての人が 53.7％と過半数を占めた．役
割別では場外案内係，受付係，選手誘導係，競技進行
係，競技用具係といった運営ボランティアが 59.2％，
選手とともに競技を行う競技ボランティアが 40.8％
であった．

2）ボランティア参加者全体の事前・事後調査の比較結果
　図 1 はボランティア参加者全体の事前・事後調査の
比較結果である．10 項目中 8 項目で障害者のイメー
ジが肯定的なものへと変化しており，その内「障害の
ある人はかわいそうな人だ」「障害のある人は暗い」「障
害のある人は自分たちとは違う」「障害のある人は生
活するのが大変」「障害のある人の暮らしは質素だ」「障
害を理由とした差別は仕方ない」の 6 項目で統計的有
意差が見られた．

図1　 ボランティア前後で見た障害者に対する意識の変化
　　 *p < .05　**p < .01

表1　ボランティア参加者の属性

n ％
性別 男性

女性
n.a.

214
25
11

89.5
10.5
  －

年齢 20 代
30 代
40 代
50 代
60 代
n.a.

48
100

74
19

1
8

19.8　61.141.3
30.6

7.9　38.9
0.4

  －
参加回数 初めて

複数回
n.a.

130
112

8

53.7
46.3

役割 運営ボランティア
競技ボランティア

n.a.

130
102

18

59.2
40.8
  －
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表2　ボランティア参加者の性別にみた事前・事後調査の比較結果および男女間の差異

平均
（前） SD 男女

差 ⇒ 平均
（後） SD 男女

差
男女別事前・

事後変化
全体事前・
事後変化

障害のある人はかわいそうな人だ
男 2.48 0.75

＊＊
⇒ 2.97 0.80

―
＊＊

＊＊
女 2.92 0.64 ⇒ 3.16 0.69 ＊

障害のある人は暗い
男 3.43 0.60

―
⇒ 3.53 0.60

―
＊

＊
女 3.44 0.58 ⇒ 3.64 0.57

障害のある人は自分たちとは違う
男 3.12 0.66

―
⇒ 3.26 0.66

―
＊＊

＊＊
女 3.12 0.60 ⇒ 3.24 0.66

障害のある人は生活するのが大変
男 2.34 0.78

―
⇒ 2.76 0.81

―
＊＊

＊＊
女 2.58 0.78 ⇒ 2.92 0.72 ＊

障害のある人の暮らしは質素だ
男 3.11 0.65

―
⇒ 3.22 0.70

―
＊

＊
女 3.32 0.63 ⇒ 3.36 0.64

障害のある人と歩くのは恥ずかしい
男 3.22 0.69

―
⇒ 3.33 0.67

―
＊

女 3.33 0.64 ⇒ 3.21 0.66

障害を理由とした差別は仕方ない
男 3.03 0.78

―
⇒ 3.15 0.74

―
＊

＊
女 3.04 0.74 ⇒ 3.08 0.70

障害の有無は友達になるのに関係
ない

男 2.88 0.85
―

⇒ 2.94 0.97
―

女 2.92 0.81 ⇒ 2.92 0.91

障害の有無に関係なく支え合って
生活すべき

男 3.25 0.75
―

⇒ 3.15 0.87
―

女 3.44 0.58 ⇒ 3.28 0.89

障害の有無は結婚に関係ない
男 2.61 0.85

―
⇒ 2.60 0.85

―
女 2.64 0.70 ⇒ 2.80 0.65

*p < 0.05　**p < 0.01

表3　ボランティア参加者の年代別にみた事前・事後調査の比較結果および年代間の差異

年代 平均
（前） SD 年代

間差 ⇒ 平均
（後） SD 年代

間差
年齢別事前・

事後変化
全体事前・
事後変化

障害のある人はかわいそうな人だ
10-30 代 2.49 0.74

―
⇒ 2.96 0.82

―
＊＊

＊＊
40 代以上 2.60 0.76 ⇒ 3.05 0.71 ＊＊

障害のある人は暗い
10-30 代 3.40 0.62

―
⇒ 3.53 0.62

―
＊

＊
40 代以上 3.52 0.53 ⇒ 3.56 0.55

障害のある人は自分たちとは違う
10-30 代 3.10 0.63

―
⇒ 3.25 0.63

―
＊＊

＊＊
40 代以上 3.19 0.68 ⇒ 3.27 0.73

障害のある人は生活するのが大変
10-30 代 2.35 0.76

―
⇒ 2.73 0.81

―
＊＊

＊＊
40 代以上 2.42 0.72 ⇒ 2.88 0.79 ＊＊

障害のある人の暮らしは質素だ
10-30 代 3.10 0.65

―
⇒ 3.21 0.70

―
＊

＊
40 代以上 3.22 0.63 ⇒ 3.29 0.66

障害のある人と歩くのは恥ずかしい
10-30 代 3.20 0.71

―
⇒ 3.29 0.66

―
40 代以上 3.31 0.60 ⇒ 3.36 0.68

障害を理由とした差別は仕方ない
10-30 代 3.05 0.78

―
⇒ 3.12 0.75

― ＊
40 代以上 3.00 0.76 ⇒ 3.16 0.71 ＊

障害の有無は友達になるのに関係
ない

10-30 代 2.90 0.83
―

⇒ 2.86 0.96
―

40 代以上 2.85 0.84 ⇒ 2.82 0.95

障害の有無に関係なく支え合って
生活すべき

10-30 代 3.25 0.73
―

⇒ 3.16 0.85
―

40 代以上 3.30 0.76 ⇒ 3.16 0.91

障害の有無は結婚に関係ない
10-30 代 2.57 0.87

―
⇒ 2.57 0.85

―
40 代以上 2.71 0.77 ⇒ 2.71 0.80

*p < 0.05　**p < 0.01
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3）  ボランティア参加者の男女別にみた事前・事後調
査の比較結果および男女間の差異

　表 2 はボランティア参加者の男女別にみた事前・事
後調査の比較結果および男女間の差異について示した
ものである．
　男性の場合「障害のある人はかわいそうな人だ」「障
害のある人は暗い」「障害のある人は自分たちとは違
う」「障害のある人は生活するのが大変」「障害のある
人の暮らしは質素だ」「障害のある人と歩くのは恥ず
かしい」「障害を理由とした差別は仕方ない」の 7 項
目でいずれも統計的有意差が見られた．女性も 10 項
目中 7 項目で障害者のイメージが肯定的なものに変化
した．しかしながら，統計的有意差が見られたのは「障
害のある人はかわいそうな人だ」「障害のある人は生
活するのが大変」の 2 項目であった．
　男女間の比較では事前調査において 10 項目中 9 項
目で女性の方が得点が高く，そのうち「障害のある人
はかわいそうな人だ」で統計的有意差が見られた．事
後調査では 10 項目中 7 項目で女性の方が得点が高かっ
た．しかし，統計的有意差が見られた項目はなかった．
　男女別では男女いずれもボランティアによって障害
者に対するイメージは肯定的なものに変化する傾向が
見られたが男性にその傾向がより顕著であった．男女
の比較では事前調査において女性の方が男性よりも障
害者に対してより肯定的なイメージを持っている傾向
が見られたが，事後調査においてその差は縮小した．

4）  ボランティア参加者の年代別にみた事前・事後調
査の比較結果および年代間の差異

　表 3 はボランティア参加者の年代別にみた事前・事
後調査の比較結果および年代間の差異を示している．
　10 代から 30 代の比較的年齢の低い層では 10 項目
中 7 項目で障害者のイメージがより肯定的なものへと
変化していた．このうち「障害のある人はかわいそう
な人だ」「障害のある人は暗い」「障害のある人は自分
たちとは違う」「障害のある人は生活するのが大変」「障
害のある人の暮らしは質素だ」の 5 項目で統計的有意
差が見られた．40 代以上の比較的年齢の高い層も同じ
7 項目で障害者のイメージが肯定的なものに変化して
いたが，統計的有意差が見られたのは「障害のある人
はかわいそうな人だ」「障害のある人は生活するのが
大変」「障害を理由とした差別は仕方ない」の 3 項目
であった．
　年代の比較的低い層と高い層との比較では事前・事
後調査とも比較的年齢の高い層の方が得点が高い傾向
が見られたが，いずれも統計的有意差はなかった．
　年代別では年齢の低い層，高い層いずれもボラン
ティアによって障害者に対するイメージは肯定的なも

のに変化する傾向が見られたが年齢の低い層にその傾
向がより顕著であった．年代間の比較では事前・事後
調査とも年齢の比較的高い層の方が低い層よりも障害
者に対してより肯定的なイメージを持つ傾向が見られ
たが，いずれも統計的な有意差は見られなかった．

5）  ボランティア参加者の参加回数別にみた事前・事
後調査の比較結果および参加回数間の差異

　表 4 は本大会へのボランティア参加者の参加回数別
にみた事前・事後調査の比較結果および参加回数間の
差異を示している．
　今回が初めての参加となるボランティアでは 10 項
目中 7 項目で障害者のイメージがより肯定的なものに
変化していた．そのうち，「障害のある人はかわいそ
うな人だ」「障害のある人は暗い」「障害のある人は自
分たちとは違う」「障害のある人は生活するのが大変」

「障害のある人の暮らしは質素だ」「障害を理由とした
差別は仕方ない」の 6 項目で統計的有意差がみられた．
逆に「障害の有無に関係なく支え合って生活すべき」
は否定的なイメージに変化し，統計的有意差が見られ
た．複数回本大会のボランティアを経験している人で
は 7 項目で障害者のイメージが肯定的なものに変化し
ていたが，統計的有意差が見られたのは「障害のある
人はかわいそうな人だ」1 項目のみであった．
　今回が初めての人と複数回の人の比較では事前調査
において 10 項目中 8 項目において複数回参加の人の
方が得点が高く，そのうち「障害のある人は生活する
のが大変」で統計的有意差が見られた．事後調査にお
いても 7 項目で複数回参加の人の方が得点が高かった
が統計的有意差はいずれもなかった．
　ボランティアの参加回数別ではでは今回が初めての
人，複数回参加の人のいずれもボランティアによって
障害者に対するイメージは肯定的なものに変化する傾
向が見られた．中でも初めての人にその傾向がより顕
著であった．参加回数間の比較では事前・事後調査と
も複数回参加の人の方が初めての人よりも障害者に対
してより肯定的なイメージを持っている傾向が見られ
た．

6）  ボランティア参加者の役割別にみた事前・事後調
査の比較結果および役割間の差異

　表 5 はボランティア参加者の役割別にみた事前・事
後調査の比較結果および役割間の差異を示している．
　運営ボランティアでは 10 項目中 8 項目で障害者の
イメージがより肯定的なものに変化していた．そのう
ち，「障害のある人はかわいそうな人だ」「障害のある
人は自分たちとは違う」「障害のある人は生活するの
が大変」「障害のある人の暮らしは質素だ」「障害のあ
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表4　ボランティア参加者の参加回数別にみた事前・事後調査の比較結果および参加回数間の差異

参加回数 平均
（前） SD 回数

間差 ⇒ 平均
（後） SD 回数

間差
回数別事前・

事後変化
全体事前・
事後変化

障害のある人はかわいそうな人だ
初めて 2.52 0.74

―
⇒ 2.98 0.79

―
＊＊

＊＊
2 回以上 2.70 0.73 ⇒ 3.15 0.67 ＊＊

障害のある人は暗い
初めて 3.43 0.60

―
⇒ 3.55 0.59

―
＊

＊
2 回以上 3.45 0.51 ⇒ 3.45 0.69

障害のある人は自分たちとは違う
初めて 3.11 0.64

―
⇒ 3.26 0.66

―
＊＊

＊＊
2 回以上 3.25 0.72 ⇒ 3.25 0.64

障害のある人は生活するのが大変
初めて 2.32 0.77

＊＊
⇒ 2.75 0.80

―
＊＊

＊＊
2 回以上 2.95 0.69 ⇒ 3.10 0.79

障害のある人の暮らしは質素だ
初めて 3.11 0.64

―
⇒ 3.22 0.69

―
＊

＊
2 回以上 3.35 0.67 ⇒ 3.45 0.61

障害のある人と歩くのは恥ずかしい
初めて 3.22 0.68

―
⇒ 3.31 0.66

―
2 回以上 3.30 0.66 ⇒ 3.40 0.68

障害を理由とした差別は仕方ない
初めて 3.00 0.78

―
⇒ 3.13 0.73

―
＊＊

＊
2 回以上 3.40 0.68 ⇒ 3.20 0.83

障害の有無は友達になるのに関係
ない

初めて 2.89 0.83
―

⇒ 2.83 0.96
―

2 回以上 2.80 0.95 ⇒ 3.05 0.95

障害の有無に関係なく支え合って
生活すべき

初めて 3.30 0.69
―

⇒ 3.17 0.87
―

＊
2 回以上 3.00 1.08 ⇒ 3.05 0.89

障害の有無は結婚に関係ない
初めて 2.78 0.85

―
⇒ 2.60 0.84

―
2 回以上 2.80 0.83 ⇒ 2.90 0.79

*p < 0.05　**p < 0.01

表5　ボランティア参加者の役割別にみた事前・事後調査の比較結果および役割間の差異

役割 平均
（前） SD 役割

間差 ⇒ 平均
（後） SD 役割

間差
役割別事前・

事後変化
全体事前・
事後変化

障害のある人はかわいそうな人だ
運営ボランティア 2.56 0.74

―
⇒ 2.98 0.75

―
＊＊

＊＊
競技ボランティア 2.44 0.73 ⇒ 2.97 0.83

障害のある人は暗い
運営ボランティア 3.42 0.62

―
⇒ 3.53 0.59

― ＊
競技ボランティア 3.45 0.57 ⇒ 3.56 0.62

障害のある人は自分たちとは違う
運営ボランティア 3.15 0.63

―
⇒ 3.28 0.61

―
＊

＊＊
競技ボランティア 3.07 0.68 ⇒ 3.21 0.73

障害のある人は生活するのが大変
運営ボランティア 2.43 0.78

―
⇒ 2.81 0.80

―
＊＊

＊＊
競技ボランティア 2.26 0.78 ⇒ 2.68 0.79

障害のある人の暮らしは質素だ
運営ボランティア 3.03 0.64

＊
⇒ 3.18 0.70

―
＊

＊
競技ボランティア 3.24 0.64 ⇒ 3.29 0.68

障害のある人と歩くのは恥ずか
しい

運営ボランティア 3.17 0.68
―

⇒ 3.31 0.66
―

＊
競技ボランティア 3.27 0.68 ⇒ 3.28 0.69

障害を理由とした差別は仕方な
い

運営ボランティア 3.05 0.76
―

⇒ 3.16 0.69
― ＊

競技ボランティア 3.01 0.79 ⇒ 3.10 0.81

障害の有無は友達になるのに関
係ない

運営ボランティア 2.88 0.81
―

⇒ 2.75 0.95
―

競技ボランティア 2.93 0.83 ⇒ 2.97 0.95

障害の有無に関係なく支え合っ
て生活すべき

運営ボランティア 3.28 0.77
―

⇒ 3.12 0.89
―

＊
競技ボランティア 3.25 0.65 ⇒ 3.24 0.82

障害の有無は結婚に関係ない
運営ボランティア 2.62 0.82

―
⇒ 2.64 0.83

―
競技ボランティア 2.59 0.85 ⇒ 2.61 0.85

*p < 0.05　**p < 0.01
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る人と歩くのは恥ずかしい」の 5 項目で統計的有意差
がみられた．逆に「障害の有無に関係なく支え合って
生活すべき」は否定的なイメージに変化し，統計的有
意差が見られた．競技ボランティアでは「障害の有無
に関係なく支え合って生活すべき」を除く 9 項目で障
害者のイメージが肯定的なものに変化していたが，統
計的有意差はいずれも認められなかった．
　運営ボランティアと競技ボランティアの比較では事
前調査において 10 項目中 6 項目において運営ボラン
ティアの人の方が得点が高かった．逆に競技ボラン
ティアの方が得点が高かった 4 項目のうち「障害のあ
る人の暮らしは質素だ」の 1 項目で統計的有意差が見
られた．事後調査においても 6 項目で運営ボランティ
アの人の方が得点が高かったが統計的有意差はいずれ
もなかった．
　役割別では運営ボランティア，競技ボランティアの
いずれもボランティアによって障害者に対するイメー
ジは肯定的なものに変化する傾向が見られた．運営ボ
ランティアにその傾向がより顕著であった．役割間の
比較では事前調査において統計的有意差が見られた項
目があったがほぼ差異はないといってよい結果であっ
た．

Ⅳ．考察

　本研究では知的障害者のスポーツ大会のボランティ
ア参加者の知的障害者に対するイメージの変化を性
別，年齢，参加回数，役割別に明らかにした．その結果，
知的障害者スポーツ大会のボランティア参加者の知的
障害者に対するイメージはボランティア実施後，より
肯定的なイメージに変化していた．この結果は精神障
害者のスポーツを対象にした高畑（2005）や身体障
害者のスポーツを対象とした山田（2006），全国障害
者スポーツ大会プレ大会のボランティアを対象とした
李ら（2011）の研究と同様の結果であった．障害の
ある当事者の支援を経験したり，活動を共にしたりす
ることが障害者のイメージを肯定的なものに変えてい
くことが明確になったと言える．
　男女別に結果を見てみると，男性，女性とも事後調
査では得点が高くなっていた．中でも男性は事前調査
の得点が女性より低かったが，事後調査ではその差が
小さくなった．障害者や障害者スポーツに対して男性
よりも女性の方が肯定的なイメージで見る傾向がある
ことは藤田（2003，2013）の研究でも明らかにされ
ている．今回は障害者スポーツボランティアを行うこ
とでその差が小さくなる可能性が示唆された．
　年代別，ボランティア参加回数別でもボランティア
参加後得点が高くなっており，ボランティア従事が障

害者のイメージを肯定的にすることが示唆された．そ
して，年代別では比較的年齢の高い人が，障害者ス
ポーツボランティアへの参加回数別では複数回のボラ
ンティア参加者の得点が事前，事後とも高い傾向が見
られた．若い年齢層では障害のある人と接する機会が
少ないことや，ボランティアを重ねることで障害のあ
る人に対するイメージが肯定的になってくることがそ
の要因だと推察される．
　役割別では運営を担当する運営ボランティアと選手
と一緒に競技に参加する競技ボランティアの間で大き
な差は見られなかった．山田（2006）の研究では障
害者と接する時間の長い人ほどイメージが肯定的にな
ることが報告されている．今回の調査では競技ボラン
ティアは午前中，午後とも選手と一緒に競技を行うこ
とからより肯定的なイメージを持つことが予測され
た．しかし，結果は必ずしもそうとは言えないもので
あった．これは運営ボランティアも午後は選手と一緒
に競技に参加すること，午後の競技は選手との交流を
目的とした内容であることから両者の差が予測したほ
どではなかったと考えられる．
　今回の調査の質問項目の中で「障害の有無は友達に
なるのに関係ない障害の有無は友達になるのに関係な
い」「障害の有無に関係なく支え合って生活すべき」「障
害の有無は結婚に関係ない」の 3 項目では事前，事後
で得点が低くなるケースが見られた．この３項目は回
答者の回答の偏りをなくす目的で評価の方向を入れ替
えて設定した質問項目である．回答のための時間が短
かったことから回答者がこの点に気づかないまま回答
した可能性が考えられる．

Ⅴ．まとめ

　本研究では知的障害者のスポーツ大会のボランティ
ア参加者の知的障害者に対するイメージの変化を性
別，年齢，参加回数，役割別に明らかにした．その結
果，次のことが明らかになった．
1）  回答者全体では 10 項目中 8 項目で障害者のイ

メージが肯定的なものへと変化していた．その内
「障害のある人はかわいそうな人だ」「障害のある
人は暗い」「障害のある人は自分たちとは違う」「障
害のある人は生活するのが大変」「障害のある人
の暮らしは質素だ」「障害を理由とした差別は仕
方ない」の 6 項目で統計的有意差が見られた．

2）  男女別では男女いずれもボランティアによって障
害者に対するイメージは肯定的なものに変化した．
中でも男性にその傾向がより顕著であった．男女
の比較では事前調査において女性の方が男性より
も障害者に対してより肯定的なイメージを持って
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いた．しかし，事後調査においてその差は縮小した．
3）  年代別では年齢の低い層，高い層いずれもボラン

ティアによって障害者に対するイメージは肯定的
なものに変化した．中でも年齢の低い層にその傾
向がより顕著であった．年代間の比較では事前・
事後調査とも年齢の比較的高い層の方が低い層よ
りも障害者に対してより肯定的なイメージを持っ
ていた．いずれも統計的な有意差は見られなかっ
た．

4）  ボランティアの参加回数別では今回が初めての
人，複数回参加の人のいずれもボランティアに
よって障害者に対するイメージは肯定的なものに
変化した．中でも，初めての人にその傾向がより
顕著であった．参加回数間の比較では事前・事後
調査とも複数回参加の人の方が初めての人よりも
障害者に対してより肯定的なイメージを持ってい
た．

5）  役割別では運営ボランティア，競技ボランティア
のいずれもボランティアによって障害者に対する
イメージは肯定的なものに変化した．運営ボラン
ティアにその傾向がより顕著であった．役割間の
比較では事前調査において統計的有意差が見られ
た項目があったがほぼ差異はないといってよい結
果であった．

　
　今回の研究で障害者スポーツのボランティア活動が
障害のある人のイメージをより肯定的にすることが明
らかになった．また．ボランティアの属性別に見るこ
とでその変化の違いを明らかにすることができた．
　しかしながら，今回の調査では回答時間が短いこと
などから質問項目を 10 項目にとどめざるを得なかっ
た．今後は質問項目を増やし因子分析等を行いより詳
細かつ多角的に結果の考察ができるようにすること，
またどのようなボランティア活動がより障害のある人
のイメージを好転させるのかを見ていく必要がある．
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